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市民協働実行元年のまちづくり
特集

～平成19年度の市政執行方針と予算～

基本姿勢
まちづくりのための２つの

平成19年第２回定例市議会が、

６月４日から開かれました。

この開会にあたり、４月に行

われた統一地方選挙において

２期目の再選となった山口市

長が、千歳の未来を見据えた

新たな決意とともに、平成19

年度のまちづくりの指針とな

る「市政執行方針」を示しま

した。

今月の特集では、市政執行方

針とともに、それを実現する

ための予算についてお知らせ

します。

・
市
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
し�

市
民

と
行
政
が
力
を
合
わ
せ�

市
民
主
体
・

市
民
協
働
の
都
市
経
営（

ま
ち
づ
く

り）

を
進
め
ま
す�

・
既
存
産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど

に
努
め�

新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図

り�

活
力
が
循
環
す
る
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
ま
す�

・
市
民
協
働
を
着
実
に
進
め
て
い
く
ル

�

ル
と
し
て�

「

み
ん
な
で
進
め
る
千

歳
の
ま
ち
づ
く
り
条
例」

を
平
成
19

年
４
月
に
施
行
し
ま
し
た�

こ
の
条

例
に
よ
り�

市
民
の
多
様
な
公
益
活

動
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ�

都
市

経
営
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す�

平
成
19
年
度
を�

「

市
民
協
働
実
行
元

年」

と
位
置
づ
け�

具
体
的
な
協
働

の
あ
り
方
を
示
し
な
が
ら�

こ
の
ま

ち
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
る
皆

さ
ん
の「

市
民
力」

を
生
か
し
た

「

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り」

を

進
め
ま
す�

活
力
あ
る
ま
ち
の『

ち
か
ら』

�

市
民
力
を
生
か
し
た『

都
市
経
営』

・
市
民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み�

育
て
ら
れ�

充
実
し
た
心
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す�

・
自
然
災
害
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命�

財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
対
策
が
充

実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す�

み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
る『

ち
か
ら』

�

安

全

・

安

心

な『

都

市

経

営』

基
本
姿
勢

２

基
本
姿
勢

１
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福
祉
・
医
療
の
充
実

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
の
サ

�

ビ
ス
を
充
実
し
ま
す�

・
市
民
の
日
常
の
足
と
な
る
公
共
交
通

機
関
の
確
保
な
ど�

高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ

プ
を

持
つ
方
を
支
援
し
ま
す�

子
育
て
・
教
育
の
充
実

・
子
ど
も
が
元
気
に
育
ち�

安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め�

多
様
な
保
育
サ�

ビ
ス
の
提
供
や
子
育
て
支
援
策
を
進
め

ま
す�

・
快
適
で
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
し

ま
す�

・
市
民
生
活
に
密
着
し
た
図
書
館
の
充

実
や�

活
発
な
ス
ポ�

ツ
活
動
が
で

き
る
よ
う�

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す�

環
境
・
防
災
の
充
実

・
地
球
的
視
野
に
立
っ

た
環
境
保
全
対

策
に
取
り
組
み
ま
す�

・
き
れ
い
な
水
と
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ

れ
た
自
然
環
境
と
調
和
し
た
環
境
共

生
型
社
会
を
構
築
し
ま
す�

・
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
市
民
生
活
を

守
り�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
や
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す�

「３つの活力」と「３つの安心」当面する課題に取り組むための柱

経
済
の
活
性
化
・
雇
用
の
拡
大

・
既
存
産
業
の
振
興
や
自
衛
隊
の
存
続

維
持
に
努
め�

地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す�

・
研
究
開
発
機
能
の
拡
充
と�

こ
れ
に

結
び
つ
い
た
新
産
業
の
創
出
を
図
り�

雇
用
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す�

・
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ�

ク
の
整

備
を
進
め
ま
す�

・
市
の
特
性
を
生
か
し
た
芸
術
・
文
化
や
　

ス
ポ�

ツ
な
ど
の
地
域
間
交
流
の
推
進

に
よ
り�

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す�

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
・
市
役

所
改
革

・
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
市
民
の
参
加
を
促
し�

協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す�

・
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り�

事
務
事

業
の
効
率
化
を
進
め
ま
す�

・
地
方
分
権
の
対
応
や�

市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む

職
員
の
育
成
な
ど�

市
役
所
改
革
に

取
り
組
み
ま
す�

財
政
の
再
生

・
市
の
内
部
管
理
経
費
の
削
減
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
す�

・
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
に
取

り
組
み
ま
す�

・
各
自
治
体
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら�

機
能
分
担
を
図
っ

た
広
域
行
政
を
進

め
ま
す�

活
力

１

活
力

２

活
力

３

安
心

１

安
心

２

安
心

３

おもな施策
新長期総合計画の５つの都市づくりの目標に分け、

ご紹介します。

「子育て・教育」「人づくり」「防災」「企業誘致」

「観光」の５つの施策については、重点的・効果的

に取り組む「重点施策」として位置づけています。

【

保
健
予
防
対
策】

生
後
４
か
月
ま
で
の

乳
児
と
そ
の
養
育
者
の
家
庭
を
助
産

師
・
保
健
師
が
訪
問
し�

保
健
指
導
を

行
う「

新
生
児
訪
問
事
業」

の
対
象
を
全

家
庭
に
拡
大
し
ま
す�

【

市
民
病
院】

医
療
制
度
改
革
な
ど�

医

療
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
速
な
変
化
に

的
確
に
対
応
し
ま
す�

▼
医
師
の
確
保

に
努
め�

市
民
の
医
療
ニ�

ズ
に
こ
た

え
る
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す�

【

地
域
福
祉】

要
援
護
者
の
支
援
体
制
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す�

【

高
齢
者
福
祉】

地
域
密
着
型
サ�

ビ
ス

の
充
実
に
努
め
ま
す�

【

介
護
保
険
制
度】

地
域
包
括
ケ
ア
体
制

を
支
え
る
た
め�

「

介
護
予
防
事
業」

�

「

包
括
的
支
援
事
業」

な
ど
の
地
域
支
援

事
業
を
進
め
ま
す�

【

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度】

平
成
20

年
４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け�

「

北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合」

と
の
連

携
を
図
り�

必
要
な
準
備
を
進
め
ま
す�

【

障
が
い
者
福
祉】

障
が
い
の
あ
る
方
の

就
労
支
援
の
た
め�

「

障
害
者
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
制
度」

を
新
た
に
設

け�

雇
用
に
結
び
つ
く
資
格
取
得
に
必

要
な
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す�

【

児
童
福
祉】

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設

と
な
る「

（

仮
称）

子
育
て
総
合
支
援
セ

ン
タ�

」

の
平
成
20
年
４
月
開
設
に
向

け�

建
設
工
事
を
行
い
ま
す�

▼
乳
幼

児
を
育
て
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め�

「

乳
幼
児
紙
お
む
つ
用

ご
み
袋
支
給
事
業」

を
始
め
ま
す�

心
が
か
よ
い

幸
せ
感
じ
る
都
市
づ
く
り

平成19年度に取り組む

特集 市民協働実行元年のまちづくり　～平成19年度の市政執行方針と予算～
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【

市
立
保
育
所
の
民
営
化】

平
成
20
年
度

か
ら
の
千
歳
保
育
所
の
民
営
化
を
円
滑

に
進
め
ま
す�

【

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り】

市
役
所

本
庁
舎
西
口
に�

エ
レ
ベ�

タ�

を
設

置
す
る
な
ど�

市
役
所
庁
舎
の
バ
リ
ア

フ
リ�

化
を
進
め
ま
す�

と
の
連
携
に
よ
り�

「

Ｅ
Ｃ
Ｏ

エ

コ

ち
と
せ」

の
普
及
・
拡
大
を
進
め
ま
す�

【

廃
棄
物
行
政】

市
民
・
事
業
者
・
行
政

の
連
携
と
協
働
体
制
を
強
化
し�

発
生

抑
制
・
再
使
用
・
再
生
利
用
や
適
正
処

理
の
推
進
を
図
り
ま
す�

【

不
法
投
棄
・
不
適
正
排
出】

適
正
ご
み

処
理
推
進
員
の
活
動
や
不
法
投
棄
監
視

カ
メ
ラ
の
運
用
に
よ
り�

抑
制
・
防
止

に
努
め
ま
す�

【

廃
棄
物
処
理
施
設】

平
成
26
年
度
ま
で

暫
定
的
に
受
け
入
れ
る
南
空
知
公
衆
衛

生
組
合
の
可
燃
ご
み
の
試
験
受
け
入
れ

を
実
施
し
ま
す�

▼
近
隣
自
治
体
と
の

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
進
め
ま
す�

【

防
災】

防
災
関
係
機
関
や
協
力
団
体
な

ど
と
の
連
携
を
強
化
し�

防
災
体
制
の

充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す�

▼
地
域
の

実
情
に
あ
っ

た
協
働
型
地
域
形
成
に
向

け�

自
主
防
災
組
織
の
結
成
支
援
や
育

成
を
進
め
ま
す�
▼
平
成
18
年
度
末
に

策
定
し
た「

千
歳
市
国
民
保
護
計
画」

の
市
民
へ
の
周
知
と�
関
係
機
関
と
協

力
し�

避
難
・
救
援
・
武
力
攻
撃
に
と

も
な
う
被
害
の
最
小
化
な
ど
の
対
策
に

取
り
組
み
ま
す�

【

Ｃ
経
路
対
策】

「

Ｃ
経
路
ま
ち
づ
く
り

事
業」

と
し
て�

防
災
学
習
交
流
施
設

の
平
成
22
年
度
完
成
を
目
指
し�

本
格

的
な
工
事
に
着
手
し
ま
す�

▼
Ｃ
経
路

緩

衝

か
ん
し
ょ

う

緑
地
帯
の
整
備
を
進
め
ま
す�

【

千
歳
川
治
水
対
策】

治
水
事
業
の
早
期

整
備
を
促
進
し
ま
す�

【

消
防】

最
新
の
救
助
資
機
材
を
積
載
し

【

自
然
環
境
の
適
正
な
保
全】

多
く
の
市

民
が
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め�

自

然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
事
業
を
行

い
ま
す�

【

公
害
の
発
生
防
止
に
向
け
た
監
視
・

指
導
体
制】

大
気
・
水
・
騒
音
な
ど
の

環
境
の
常
時
監
視
と
発
生
源
に
対
す
る

規
制
・
指
導
に
努
め
ま
す�

【

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１】

市
民
や
事
業
者

た
救
助
工
作
車
へ
の
更
新
と�

負
傷
者

救
出
活
動
な
ど
に
必
要
な
空
気
呼
吸
器

を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す�

▼
市
町
村

消
防
の
広
域
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め�

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移

行
や�

消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用
に

関
す
る
広
域
消
防
運
営
計
画
の
推
進
に

努
め
ま
す�

【

火
災
予
防】

防
火
対
象
物
の
立
入
検
査

の
強
化
と
違
反
是
正
を
一
層
徹
底
し
ま

す�

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推

進
な
ど�

防
火
対
策
に
取
り
組
み
ま
す�

【
救
急
業
務】

救
急
救
命
士
の
計
画
的
な

養
成
と�

心
肺
機
能
停
止
者
の
救
命
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
す�

▼
新
し
い
救

急
蘇
生
処
置
の
普
及
啓
発
の
推
進
と�

救
急
救
命
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す�

【

水
道
事
業】

浄
水
施
設
や
配
水
管
の
計

画
的
な
更
新
と
耐
震
化
を
進
め
ま
す�

▼
耐
塩
素
性
原
虫�

い
わ
ゆ
る
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策
と
し
て�

ろ
過

設
備
の
改
良
な
ど
を
行
い
ま
す�

▼
石

狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団
に
よ
る
拡
張

事
業
を
進
め
ま
す�

▼
浄
水
の
受
け
皿

と
な
る
配
水
池
の
建
設
に
着
手
し
ま
す�

【

公
共
下
水
道
事
業】

処
理
場
施
設
の
拡

張
更
新
や�

下
水
道
管
な
ど
を
計
画
的

に
整
備
し
ま
す�

▼
千
歳
川
と
マ
マ
チ

川
の
水
質
保
全
対
策
と
し
て�

水
質
改

善
事
業
を
進
め
ま
す�

【

浄
化
セ
ン
タ�

と
ス
ラ
ッ

ジ
セ
ン

タ�

の
運
転
管
理】

性
能
発
注
方
式
に

よ
る
包
括
的
な
民
間
委
託
に
つ
い
て�

平
成
20
年
度
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
ま
す�

【

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業】

下
水

道
未
整
備
地
区
で
あ
る
農
村
地
区
に
お

い
て�

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す�

【

市
営
住
宅
の
整
備】

中
心
市
街
地
で
の

居
住
人
口
の
回
復
や�

賑に
ぎ

わ
い
を
取
り

戻
す
た
め�

借
上
市
営
住
宅
制
度
に
取

り
組
み
ま
す�

▼「

い
ず
み
団
地」

や

緑
町
の
未
利
用
地
を
活
用
し
た「

ま
ち

な
か
公
営
住
宅」

の
整
備
を
行
い
ま
す�

【

犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り】

「

安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
市
民
会
議」

か
ら
の
提

言
を
踏
ま
え�

防
犯
と
交
通
安
全
に
重

点
を
置
い
た
条
例
の
制
定
を
目
指
し
ま
す�

【

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け

る
安
全
対
策】

「

千
歳
っ

子
見
守
り
隊
事

業」

を
進
め
ま
す�

安
全
で
人
と
地
球
に

や
さ
し
い
都
市
づ
く
り 安心して子どもを生み育てられる

「子育て」の環境整備を進めます。

次代を担う子どもが健やかに成長できる

「教育」の環境整備を進めます。



広報ちとせ７月号５

一般会計　　　471億6,878万5千円

（467億5,591万5千円）

特別会計　　　184億4,791万0千円

（172億9,908万2千円）

・国民健康保険 85億9,003万9千円

・土地取得事業　　 4,616万1千円

・公設地方卸売市場事業

4,028万6千円

・老人保健　　 68億5,183万2千円

・霊園事業　　 4,923万5千円

・介護保険　 28億7,035万7千円

公営企業会計　139億6,607万3千円

（139億3,587万4千円）

・水道事業　　 27億4,719万8千円

・下水道事業　 47億5,119万2千円

・病院事業　　 64億6,768万3千円

合　　計　　　795億8,276万8千円

（779億9,087万1千円）

平成19年度予算

『みんなで進める協働予算』

予算の内訳

一般会計の歳入内訳

一般財源　　　235億5,043万9千円

（233億6,850万3千円）

特定財源　　　236億1,834万6千円

（233億8,741万2千円）

合　　計　　　471億6,878万5千円

（467億5,591万5千円）

※「一般財源」とは、市税など、市が

使い道を自由に決められるお金です。

※「特定財源」とは、国道支出金など、

使い道が決められているお金です。

※金額は、平成19年６月の第２回

定例市議会における補正後の金

額です。

※（ ）は、平成18年度の金額です。

学
び
あ
い
心
ふ
れ
あ
う

都
市
づ
く
り

【

生
涯
学
習】

「

ミ
ナ
ク�

ル」

を
中
心

に�

市
民
の
自
主
的
な
活
動
や
交
流
・

連
携
を
進
め
ま
す�

▼「

み
ん
な
で�

ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
基
金」

を
活
用
し�

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
リ�

ダ

�

的
役
割
を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す�

【

教
育
環
境
の
整
備】

高
台
小
学
校
な
ど

４
校
で
大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す�

▼

児
童
・
生
徒
数
の
増
加
に
と
も
な
う
普

通
教
室
の
確
保
へ
の
対
応
と
し
て�

北

陽
小
学
校
で
は
校
舎
の
増
築
を�
富
丘

中
学
校
で
は
分
離
校
建
設
ま
で
の
措
置

と
し
て
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
設
し
ま
す�

【

学
校
の
耐
震
対
策】

高
台
小
学
校�

青

葉
中
学
校
の
２
校
で
耐
震
化
工
事
を
行

う
ほ
か�

４
小
学
校
に
お
い
て
耐
震
診

断
や
実
施
設
計
を
行
い
ま
す�

【

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ�

タ
の
整
備】

小
学

校
９
校
の
機
器
更
新
を
実
施
す
る
ほ
か�

各
小
中
学
校
に
教
務
事
務
用
コ
ン
ピ
ュ

�

タ
を
配
置
し
ま
す�

【

学
校
図
書
館】

図
書
の
充
実
を
図
り
ま
す�

【

千
歳
科
学
技
術
大
学】

大
学
の
充
実
に

向
け
て
支
援
し
ま
す�

【

文
化
財
の
保
護
と
活
用】

今
後�

埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ�

を
旧
長
都
小
中
学
校

跡
地
へ
移
転
す
る
計
画
で
あ
り�

こ
れ

に
と
も
な
う
文
化
財
の
展
示
や
体
験
学

習
な
ど
の
機
能
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す�

【

ス
ポ�

ツ
の
振
興】

ス
ポ�

ツ
団
体
の

育
成
に
努
め
ま
す�

▼
市
民
球
場
の
観
覧

席
の
改
修�

ウ
ォ

�

ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
用

の
練
習
場
の
新
設�

場
外
飛
球
防
止
対

策�

青
葉
少
年
野
球
場
の
土
入
替
え
工

事
や
信
濃
水
泳
プ�

ル
の
改
修
な
ど�

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す�

【

国
際
交
流
の
推
進】

活
動
に
取
り
組
む

市
民
団
体
へ
の
協
力
や
支
援
を
行
い
ま

す�

▼
姉
妹
都
市
や
友
好
親
善
都
市
と

の
交
流
を
図
り�

市
民
に
根
ざ
し
た
国

際
交
流
を
進
め
ま
す�

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

都
市
づ
く
り

【

地
域
情
報
化
の
推
進】

「
（

仮
称）

子
育

て
総
合
支
援
セ
ン
タ�

」

と「

視
覚
障

害
者
情
報
セ
ン
タ�

」

を
公
共
情
報
ネ

ッ

ト
ワ�

ク
で
結
び�

子
育
て
情
報
や�

視
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
音
声
情

報
を
提
供
し
ま
す�

▼
イ
ン
タ�

ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
の
メ�

ル
機
能
を
活
用

し�

市
民
が
地
域
の
安
心
・
安
全
情
報

を
共
有
す
る
不
審
者
等
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
図
り
ま
す�

▼
市
民
対

象
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
や�

市
民
が
気
軽

に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
を

体
験
・
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｔ
講
習
室
開
放

事
業
を
行
い
ま
す�

▼
市
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
電
子
自
治
体
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す�

【

道
路
整
備】

▼
南
２
号
道
路（

鉄
北
通）

の
幹
線
道
路
を
は
じ
め�

東
13
号
道
路�

駒
里
12
号
道
路
な
ど
の
生
活
道
路
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す�

特集 市民協働実行元年のまちづくり

～平成19年度の市政執行方針と予算～

まちを支える市民力を高めるため

「人づくり」を進めます。



広報ちとせ７月号 ６

【

Ｃ
経
路
整
備】

祝
梅
根
志
越
線
の
第
２

祝
梅
橋
の
か
け
替
え
工
事
が
平
成
19
年

度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り�

あ
わ

せ
て
道
路
の
拡
幅
改
良
工
事
を
進
め
ま
す�

【

新
千
歳
空
港】

北
海
道
や
新
千
歳
空
港

国
際
化
推
進
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

と
協
調
し
な
が
ら�

国
際
拠
点
空
港
化

を
進
め
ま
す�

【

電
線
類
地
中
化
事
業
・
バ
リ
ア
フ
リ�

整
備
事
業】

千
歳
駅
周
辺
の
道
路
に
お

い
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す�

国

道
３
３
７
号
の
電
線
類
地
中
化
事
業
に

つ
い
て
は�

国
道
36
号
ま
で
の
延
長
を

予
定
し
て
い
ま
す�

【

区
画
整
理
事
業】

お
さ
つ
駅
み
ど
り
台

地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進
を

図
る
な
ど�

計
画
的
な
宅
地
の
供
給
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す�

【

農
林
業】

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
女

性
農
業
者
の
経
営
参
画
の
促
進
な
ど�

農
業
の
経
営
体
質
の
強
化
・
改
善
に
努

め
ま
す�

▼
認
定
農
業
者
や
中
核
農
家

の
育
成
の
た
め�

経
営
展
開
に
必
要
な

諸
制
度
の
活
用
支
援
を
行
い
ま
す�

▼

森
林
の
整
備
と
保
護
に
か
か
る
対
策
を

行
い
ま
す�

▼
国
が
進
め
る「

農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策」

に
も
と
づ
き�

地
域
共
同
の
取
り
組
み
を
進
め
る
活
動

組
織
に
対
し
て
支
援
し
ま
す�

【

グ
リ�

ン
・
ツ�

リ
ズ
ム】

関
係
者
に

よ
る
連
絡
協
議
会
に
対
し
て
支
援
し
ま
す�

【

駒
里
地
区
の
振
興】

駒
里
農
業
協
同
組

合
や�

駒
里
地
域
活
性
化
促
進
協
議
会

の
取
り
組
み
に
協
力
し
ま
す�

【

工
業
の
振
興】

積
極
的
な
企
業
誘
致
活

動
を
進
め�

高
度
な
技
術
力
を
持
つ
企

業
の
集
積
を
図
る「

匠
た
く
み

の
技
集
積
事
業」

�

工
業
団
地
の
リ�

ス
や
市
内
空
き
工
場

の
活
用
な
ど
を
図
る「

初
期
投
資
軽
減

事
業」

�

市
の
優
れ
た
特
性
を
Ｗ
ｅ
ｂ

ウ

ェ

ブ

動
画
の
配
信
な
ど
に
よ
り
全
国
の
企
業

に
ア
ピ�
ル
す
る「

立
地
環
境
Ｐ
Ｒ
活

動
推
進
事
業」
を
強
化
し
ま
す�

▼
立

地
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
事
業
拡
大
や�

人
材
確
保
な
ど
の
相
談
に
対
応
す
る

「

立
地
企
業
フ
ォ

ロ�

ア
ッ

プ
事
業」

を

進
め
ま
す�

【

ホ
ト
ニ
ク
ス
バ
レ�

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト】

中
核
と
な
る
千
歳
科
学
技
術
大
学
の
学

術
研
究
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら�

産
・
学
・
官
連
携
に
よ
る
研
究
開

発
活
動
を
促
進
し�

新
産
業
や
新
技
術

の
創
出
・
育
成�

光
関
連
産
業
の
集
積

を
図
り
ま
す�

【

中
心
市
街
地
の
活
性
化】

核
と
な
る

「

千
歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ」

の
来
客
数
の
増

加
を
促
し
ま
す�

▼
中
心
市
街
地
の
空

き
店
舗
で
の
開
業
希
望
者
へ
の
支
援
を

図
る
た
め�「

空
き
店
舗
利
用
促
進
事
業」

に
取
り
組
み
ま
す�

○
難
病
患
者
等
生
活
支
援
事
業
費

１
５
万
円

●
新
生
児
訪
問
事
業
費
　
　
　

１
３
１
万
円

○
本
庁
舎
西
口
改
修
事
業
費
　
３�

０
５
０
万
円
　

○
高
齢
者
用
火
災
報
知
器
給
付
事
業
費

１�

２
８
９
万
円

○
障
害
者
自
立
支
援
教
育
訓
練
等
助
成
事
業
費

２
０
０
万
円

●
乳
幼
児
紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
支
給
事
業
費

４
２
１
万
円

●
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
費

６
２
万
円

お
も
な
施
策
の
予
算

新
長
期
総
合
計
画
の
５
つ
の
都
市
づ
く
り
の

目
標
に
分
け�

お
も
な
も
の
と
し
て
重
点
施
策

と
新
規
施
策
に
つ
い
て
の
予
算
を
ご
紹
介
し
ま
す�

※
◎
は
重
点
施
策�

○
は
新
規
施
策�

●
は
重

点
施
策
で
か
つ
新
規
施
策
で
す�

※
金
額
は�

実
際
の
金
額
の
千
円
単
位
の
額
を

省
略
し
て
表
記
し
て
い
ま
す�

心
が
か
よ
い
幸
せ
感
じ
る
都
市
づ
く
り

安
全
で
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く
り

◎
市
民
協
働
防
災
事
業
費
　
　
　
　

４
５
万
円

◎
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
　
　

１
８
万
円

◎
Ｃ
経
路
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

８�

７
６
０
万
円
　

○
交
通
安
全
指
導
車
更
新
事
業
費

２
８
１
万
円

○
除
雪
車
両
等
購
入
事
業
費
　
　

６
７
８
万
円

学
び
あ
い
心
ふ
れ
あ
う
都
市
づ
く
り

●
ス
ク�

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ�

配
置
事
業
費

１
２
８
万
円

【

に
ぎ
わ
い
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
創
出
事
業】

「

千
歳
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ�

ル
・
レ
ラ」

内
に
開
設
し
て
い
る「

千
歳
情
報
発
信

ブ�

ス」

を
基
点
に�
「

道
の
駅
サ�

モ

ン
パ�

ク
千
歳」

と
連
動
し�

中
心
市

街
地
に
観
光
客
な
ど
の
誘
導
を
進
め
ま
す�

【

雇
用】

若
年
層
の
雇
用
機
会
を
確
保
し�

民
間
へ
の
就
職
活
動
に
つ
な
げ
る「

ワ

�

ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
事
業」

を
行
い
ま

す�

▼
ハ
ロ�

ワ�

ク
千
歳
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら�

雇

用
情
報
セ
ン
タ�

の
活
動
を
通
じ
て�

市
民
の
就
業
活
動
を
支
援
し
ま
す�

【

観
光
の
振
興】

観
光
資
源
の
整
備
・
活

用
や
観
光
客
の
周
遊
化
の
推
進�

情
報

発
信
機
能
の
強
化
な
ど�

総
合
的
・
広

域
的
な
観
光
振
興
に
努
め
ま
す�

▼
焼

失
し
た
支
笏
湖
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
地
区
の
休

憩
所
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す�

▼
支

笏
湖
地
区
の
観
光
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

地
域
住
民
と
協
働
し�

ニ�

ズ
に
対
応

し
た
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す�

▼

市
が
所
有
す
る
支
笏
湖
温
泉
の
泉
源
の

状
態
や
湧
出
量
に
つ
い
て
調
査
し�

各

施
設
へ
の
安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
す�

まちの活力を持続させるため

「企業誘致」を進めます。

安全で安心な地域社会の実現のため

「防災」対策を進めます。



広報ちとせ７月号７

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

○
南
２
号
道
路(

鉄
北
通)

整
備
事
業
費

１
億
３�

６
０
０
万
円

◎
グ
リ�

ン
・
ツ�

リ
ズ
ム
促
進
事
業
費

４
５
万
円

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
支
援
事
業
費

７
３
１
万
円
　

○
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
費

１�

１
８
５
万
円

○
道
営
新
川
地
区
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
費

１
０
５
万
円

●
ヒ
メ
マ
ス
保
護
事
業
費（

支
笏
湖
ヒ
メ
マ
ス

漁
業
権
取
得
事
業）

８
１
万
円

◎
観
光
案
内
板
等
整
備
事
業
費

６
０
８
万
円

●
支
笏
湖
温
泉
既
存
泉
源
調
査
事
業
費

３
２
８
万
円

◎
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
休
憩
所
施
設
整
備
事
業
費
　

６�

３
７
３
万
円

参
加
と
連
携
に
よ
る
都
市
づ
く
り

○
市
民
協
働
推
進
事
業
費

５�

０
０
０
万
円

○
パ�

ト
ナ�

シ
ッ

プ
排
雪
事
業
費

７
０
０
万
円

○
職
員
の
意
識
改
革
支
援
事
業
費
　

２
０
万
円
　

○
教
職
員
用
パ�

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ�

タ
整
備

事
業
費

３
０
５
万
円

○
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
費

１
０
０
万
円
　

◎
小
学
校
耐
震
化
改
修
事
業
費

１�

２
５
５
万
円

●
特
別
支
援
教
育
体
制
推
進
事
業
費

２
４
２
万
円

○
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ�

移
転
整
備
事
業
費

５
０
万
円

○
市
民
球
場
整
備
事
業
費
　
　
９�

２
０
０
万
円

働
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す�

▼
平

成
20
年
に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る

た
め�

記
念
事
業
の
実
施
に
向
け�

市

民
活
動
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り�

準
備
を
進
め
ま
す�

【

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現】

男
女
共

同
参
画
推
進
ス
タ
ッ

フ
の
設
置
や�

家

庭
・
学
校
・
職
場
な
ど
に
お
け
る
教
育

と
啓
発
に
努
め
ま
す�

【

市
民
サ�

ビ
ス
の
充
実】

北
海
道
か
ら

権
限
移
譲
を
受
け�

平
成
19
年
７
月
か

ら�

パ
ス
ポ�

ト
の
申
請
や
受
け
取
り

の
事
務
を
市
役
所
で
始
め
ま
す�

【
行
政
評
価】

事
務
事
業
評
価
の
継
続
・

改
善
の
推
進
と�

施
策
評
価
を
本
格
実

施
し
ま
す�

【

行
政
改
革
の
推
進】

行
政
改
革
の
推
進

と�

国
や
北
海
道
か
ら
の
権
限
移
譲
を

進
め�

地
方
自
治
の
分
権
化
を
図
り
ま

す�

▼
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
行
政
運
営
と�

簡
素
で
効
率
的
な

市
役
所
づ
く
り
に
努
め
ま
す�
▼
職
員

の
勤
務
意
欲
と
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め�

課
長
職
の
人
事
評
価
の
本
格
実
施

と�

一
般
行
政
職
を
中
心
に
係
長
以
下

の
職
員
に
つ
い
て
の
試
行
評
価
を
行
い

ま
す�

▼
職
員
の
意
識
改
革
や
人
材
育

成
を
図
る
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す�

【

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り】

平
成

19
年
４
月
に
施
行
し
た「

み
ん
な
で
進

め
る
千
歳
の
ま
ち
づ
く
り
条
例」

を
も

と
に�

情
報
の
共
有
や
実
践
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す�

▼
市
民
協
働
の
推
進
機

関
と
し
て「

市
民
協
働
推
進
会
議」

を

設
置
し
ま
す�

▼
市
民
活
動
団
体
と
市

が
連
携
し
て
企
画
し�

実
施
す
る
協
働

事
業
に
着
手
し
ま
す�

▼
市
職
員
の
協

参
加
と
連
携
に
よ
る

都
市
づ
く
り

【

ヒ
メ
マ
ス
の
保
護
対
策】

ふ
化
放
流
事

業
の
円
滑
な
実
施
と�

遊
漁
マ
ナ�

の

周
知
に
取
り
組
み
ま
す�

▼
地
元
関
係

者
に
よ
る
漁
業
協
同
組
合
の
設
立
と�

漁
業
権
の
取
得
に
向
け
て
支
援
し
ま
す�

千
歳
は�

生
き
生
き
と
生
活
し
て
い

る「

市
民
の
活
力」

や�

企
業
の
活
発

な
事
業
活
動
に
よ
る「

ま
ち
の
活
力」

に
支
え
ら
れ�

発
展
を
続
け
て
い
ま
す�

こ
れ
ら
の
活
力
を�

「

市
民
力」

・

「

都
市
力」

と
考
え
ま
す
が�

こ
の「

力」

は�

無
条
件
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
も�

将
来
に
わ
た
り
保
証
さ
れ
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん�

こ
れ
か
ら
も�

市
民
一

人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
ち�

幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や�

企
業

誘
致
な
ど�

ま
ち
の
活
力
を
持
続
さ
せ

る
努
力
が
必
要
で
す�

「

市
民
力」

と「

都
市
力」

を
最
大
限

に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め�

９

万
３
千
市
民
が「

千
歳
で
生
ま
れ�

住

ん
で
良
か
っ

た」

と
心
か
ら
思
え
る
郷

土
づ
く
り
を
進
め
ま
す�

「

市
民
協
働
実
行
元
年」

と
位
置
づ
け

た
平
成
19
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
る
た
め�

皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る

ご
理
解
と�

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す�

●
記
事
の
詳
細
●

【

市
政
執
行
方
針
に
つ
い
て】

企
画
部
企
画
課
企
画
調
整
係

�

(24)
０
４
３
９

【

予
算
に
つ
い
て】

総
務
部
財
政
課
財
政
係�

(24)
０
５
４
１

「

千
歳
で
生
ま
れ�

住
ん
で
良
か

っ
た」

と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て

特集 市民協働実行元年のまちづくり

～平成19年度の市政執行方針と予算～

千歳の恵まれた自然環境などを生かした

「観光振興」を進めます。




